
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
、
資
料
の
発
刊
に
際
し
て
は
、
ま
ず
各
方
面
の
専
門
家
か
ら

な
る
編
集
会
議
を
開
催
し
、
そ
こ
で
の
討
論
を
も
と
に
参
加
者
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
か
ら
調
査
・
研
究
を
す
す
め
、
さ
ら
に
そ
れ
を
も
ち
よ
っ
て
理
解
を
ふ
か
め
、

こ
れ
を
も
と
に
し
っ
か
り
し
た
解
説
を
付
す
こ
と
が
関
係
者
の
あ
い
だ
で
構
想
さ
れ

た
。
そ
れ
に
む
け
て
、
最
初
の
会
合
が
東
京
都
杉
並
区
上
荻
の
渡
辺
氏
宅
で
開
催
さ

れ
た
の
は
二
〇
〇
四
年
一
月
二
五
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。参
加
者
は
渡
辺
氏
の
ほ
か
、

高
木
・
金
窪
・
田
中
・
小
林
の
五
名
で
、
終
戦
前
後
の
参
謀
本
部
に
関
す
る
渡
辺
氏

の
お
話
を
お
聞
き
し
た
ほ
か
、資
料
を
拝
見
し
、作
業
の
方
針
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

な
お
、
こ
の
時
点
ま
で
に
資
料
の
か
な
り
の
部
分
が
高
木
・
金
窪
氏
に
よ
っ
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
初
期
か
ら
参
照
で
き
た
こ
と
は
作
業
を
急

速
に
進
め
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。 

終
戦
前
後
の
参
謀
本
部
と
陸
地
測
量
部
、
さ
ら
に
地
理
調
査
所
に
関
す
る
渡
辺
正

氏
所
蔵
資
料
は
多
岐
に
わ
た
る
。ま
た
そ
れ
が
作
製
さ
れ
た
当
時
は
非
常
時
で
あ
り
、

現
在
で
は
容
易
に
想
像
で
き
な
い
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
そ

う
し
た
状
況
に
関
す
る
知
識
な
し
に
は
、
充
分
な
理
解
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
場

合
に
よ
っ
て
は
、
資
料
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
思
わ
ぬ
誤
解
が
発
生
す
る
可
能
性
も

懸
念
さ
れ
た
。 

 

本
書
の
編
集
経
過
と
構
成
に
つ
い
て 

小
林 

茂 
第
二
回
会
合
は
、
二
〇
〇
四
年
五
月
一
六
日
に
お
茶
の
水
の
ホ
テ
ル
聚
楽
で
開
催

し
、
参
加
者
は
渡
辺
氏
の
ほ
か
、
高
木
・
金
窪
・
田
中
・
長
岡
・
久
武
・
小
林
の
七

名
で
あ
っ
た
。
参
謀
本
部
で
の
情
報
将
校
と
し
て
の
立
場
に
く
わ
え
、
主
と
し
て
地

理
学
者
に
よ
る
研
究
会
（「
兵
要
地
理
調
査
研
究
会
」）
の
運
営
、
陸
地
測
量
部
か
ら
改

組
さ
れ
た
ば
か
り
の
地
理
調
査
所
へ
の
米
軍
将
校
の
訪
問
（
口
絵
の
図
３
を
参
照
）
な

ど
に
関
す
る
渡
辺
氏
の
話
を
う
か
が
っ
た
。
ま
た
、
資
料
集
の
体
裁
（
Ｂ
５
判
縦
書

き
）
や
目
次
案
、
解
説
の
分
担
を
協
議
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
協
議
や
う
ち
あ
わ
せ
を
へ
て
、
二
〇
〇
五
年
一
月
か
ら
徐
々
に
原
稿

の
編
集
を
開
始
し
、
同
二
月
に
は
、
未
提
出
で
あ
っ
た
田
中
・
久
武
両
氏
の
原
稿
を

の
ぞ
き
、
初
校
を
全
員
に
発
送
し
て
訂
正
を
く
わ
え
た
。
ま
た
同
三
月
初
旬
に
な
っ

て
、
全
部
の
原
稿
が
そ
ろ
い
、
さ
ら
に
校
正
を
か
さ
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

第
三
回
会
合
は
、
二
〇
〇
四
年
八
月
七
日
に
や
は
り
お
茶
の
水
の
ホ
テ
ル
聚
楽
で

開
催
し
、
出
席
者
は
渡
辺
氏
の
ほ
か
、
高
木
・
金
窪
・
田
中
・
源
・
長
岡
・
久
武
・

小
林
の
八
名
で
あ
っ
た
。渡
辺
氏
の
戦
後
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
あ
と
、

所
蔵
資
料
の
目
録
を
も
と
に
、
そ
の
作
製
さ
れ
た
経
過
な
ど
に
つ
い
て
渡
辺
氏
の
回

想
を
う
か
が
っ
た
。
ま
た
本
書
に
掲
載
す
る
資
料
に
つ
い
て
協
議
し
、
こ
れ
を
決
定

し
た
。 

以
上
の
よ
う
に
準
備
さ
れ
た
本
書
は
、「
Ⅰ 

解
説
編
」、「
Ⅱ 

資
料
編
」、「
Ⅲ 

附

録
」
と
大
き
く
三
つ
の
部
分
に
わ
か
れ
る
。「
Ⅰ 

解
説
編
」
冒
頭
の
久
武
「『
兵
要

地
理
調
査
研
究
会
』
に
つ
い
て
」
は
、
渡
辺
氏
所
蔵
資
料
の
う
ち
、
と
く
に
第
二
次

世
界
大
戦
末
期
に
お
こ
な
わ
れ
た
、
本
土
防
衛
に
関
す
る
研
究
会
の
解
説
に
焦
点
を

あ
て
て
い
る
。
地
理
学
者
と
軍
あ
る
い
は
戦
争
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
欧
米
の
例
も

第
四
回
会
合
は
、二
〇
〇
四
年
十
一
月
二
十
八
日
に
神
田
の
学
士
会
館
で
開
催
し
、

前
回
同
様
八
名
が
出
席
し
た
。
す
で
に
提
出
さ
れ
て
い
た
高
木
・
金
窪
両
氏
か
ら
の

原
稿
に
く
わ
え
て
、
小
林
に
よ
る
「
は
し
が
き
」
の
原
稿
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
他
に
つ
い
て
は
執
筆
予
定
の
原
稿
の
目
次
に
つ
い
て
協
議
し
た
。 
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つ
ぎ
の
金
窪
「
陸
地
測
量
部
か
ら
地
理
調
査
所
へ
」
は
、
陸
地
測
量
部
の
沿
革
か

ら
は
じ
め
て
、
一
九
四
五
年
の
長
野
県
へ
の
疎
開
、
終
戦
、
そ
の
陸
軍
か
ら
内
務
省

へ
の
移
管
と
順
を
追
っ
て
解
説
し
、
さ
ら
に
現
在
の
国
土
地
理
院
に
至
る
発
展
過
程

も
視
野
に
お
さ
め
て
い
る
。
と
く
に
終
戦
当
時
大
本
営
参
謀
で
あ
っ
た
渡
辺
氏
の
構

想
や
行
動
を
中
心
に
記
述
す
る
。
な
お
、
終
戦
前
後
の
陸
地
測
量
部
に
つ
い
て
は
、

塚
田
建
次
郎
・
富
澤
章
両
氏
に
よ
る
「
終
戦
前
後
の
陸
地
測
量
部
」（
外
邦
図
研
究
会

編
『
外
報
図
研
究
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
３
号
、
二
〇
〇
五
年
刊
）
が
あ
る
こ
と
を
付
記

す
る
。 

ひ
ろ
く
参
照
し
つ
つ
検
討
し
、
上
記
研
究
会
の
位
置
づ
け
を
試
み
、
地
理
学
史
の
論

考
と
な
っ
て
い
る
。 

つ
づ
く
田
中
「
史
実
調
査
部
と
地
図
の
行
方
」
は
、
終
戦
後
の
旧
日
本
軍
関
係
資

料
の
行
方
を
追
跡
す
る
。
陸
軍
省
・
海
軍
省
に
設
置
さ
れ
た
史
実
調
査
部
の
調
査
活

動
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
、
さ
ら
に
Ｗ
Ｄ
Ｃ
（
ワ
シ
ン
ト
ン
文
書
セ
ン
タ
ー
）
の
資
料
接
収

を
検
討
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
お
け
る
地
図
の
位
置
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
渡
辺
氏

所
蔵
資
料
は
、こ
の
方
面
の
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
重
要
文
書
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

田
中
宏
巳
「
敗
戦
に
と
も
な
う
地
図
資
料
の
行
方
」（
外
邦
図
研
究
会
編
『
外
報
図
研

究
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
３
号
、
二
〇
〇
五
年
刊
）
も
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。 

さ
ら
に
源
「
兵
要
地
誌
関
係
資
料
」
で
は
、
こ
の
方
面
の
渡
辺
氏
所
蔵
資
料
を
他

の
文
献
と
比
較
対
照
し
て
異
同
を
あ
き
ら
か
に
し
、そ
の
位
置
づ
け
を
試
み
て
い
る
。

従
来
参
照
し
て
き
た
文
献
に
く
わ
え
、
靖
国
神
社
偕
行
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
渡
辺
氏

旧
蔵
資
料
と
の
比
較
も
お
こ
な
い
、
そ
の
性
格
に
せ
ま
っ
て
い
る
。 

末
尾
の
長
岡
「
渡
辺
氏
所
蔵
地
図 

解
説
と
目
録
」
で
は
、
現
在
渡
辺
氏
が
所
蔵

さ
れ
て
い
る
地
図
の
目
録
を
示
し
、
そ
の
な
か
で
と
く
に
注
目
さ
れ
る
地
図
を
解
説

す
る
。
か
つ
て
は
多
く
の
地
図
を
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

は
そ
の
片
鱗
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

な
お
、「
Ⅲ 

附
録
」で
は
一
九
九
五
年
十
二
月
に
信
濃
毎
日
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
、

終
戦
前
後
の
渡
辺
氏
の
活
動
に
関
す
る
連
載
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
許
可
を
あ
た
え
て
く
だ
さ
っ
た
同
新
聞
社
に
感
謝
し
た
い
。
な
お
、
こ
の
記
事
に

関
連
し
て
、
中
野
尊
正
「
外
報
図
と
私
と
の
か
か
わ
り
」（
外
邦
図
研
究
会
編
『
外
報

図
研
究
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
』
２
号
、
二
〇
〇
四
年
刊
）
な
ら
び
に
上
記
、
塚
田
建
次
郎
・

富
澤
章
「
終
戦
前
後
の
陸
地
測
量
部
」
も
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

以
上
は
、
つ
づ
く
資
料
の
本
体
で
あ
る
「
兵
要
地
理
資
料
集
録
」（
高
木
・
金
窪
両

氏
の
命
名
）
と
と
も
に
高
木
・
金
窪
両
氏
に
よ
る
、
渡
辺
氏
所
蔵
資
料
の
研
究
の
成

果
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
旧
軍
人
の
高
木
氏
は
戦
後
自
衛
隊
に
籍
を

置
か
れ
、
金
窪
氏
は
少
年
時
代
に
陸
軍
幼
年
学
校
に
学
ば
れ
て
、
旧
日
本
軍
に
つ
い

て
く
わ
し
い
知
識
を
持
ち
、
渡
辺
氏
所
蔵
資
料
の
学
術
的
価
値
を
は
や
く
か
ら
理
解

し
、
整
理
分
類
に
着
手
さ
れ
た
。 

以
上
に
対
し
、「
Ⅱ 

資
料
編
」
は
渡
辺
氏
所
蔵
資
料
を
中
心
と
す
る
。
冒
頭
の
金

窪
「
総
説 

兵
要
地
理
資
料
集
録
（
渡
邊
正
氏
資
料
）
に
つ
い
て
」
で
は
、
そ
の
構

成
と
特
色
を
簡
潔
に
記
述
す
る
。
つ
づ
く
高
木
「
兵
要
地
理
資
料
集
録
（
渡
邊
正
氏

資
料
）
解
説
」
で
は
、
資
料
を
分
類
整
理
し
、
一
点
一
点
に
つ
い
て
日
付
や
サ
イ
ズ
、

形
式
と
と
も
に
内
容
を
解
説
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
口
絵
写
真
（
長
岡
に
よ
る
）

の
図
５
～
11
と
比
較
対
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 
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